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平成17年度北の国。森林づくり技術交流発表会に参加 1劇

～17年間の堅果（どんぐり）結実調査について発表～ ■
』

噸 湾酔
１月261-1（木）に『平成１７年度化の|j小森|;|:づくり技術交流発表会』が|;し幌の北海逆謙林管ＪＭ

局で開催されました。この発表会は、北海道燕jl《|;栂理局にIlMで行われたもので、国有林、.|上海道、
,}怖佼の他、IHI;付林をフィールドに活jiljしているＮＰＯやボランティアlil体等により、それぞれの
雄勝研究､漉皿}成果が発表さｵ1ました。

、ロＬ宙《

ＵｆＵ 
ク

今回知床森林センターでは、Ｗｚ成元

(1三よりhf年行っているミズナラの堅果千7

（どんぐり）結実ilMfiiについて過去1７６

年間に蓄馴したデータを基に発表しま５

した。その渡な内容は、前腸で報告し熱４
た年厩の1M数．IiIIi1;の変動の他、採取璽３
場所による比較、ｌＡ１ｌＭＥ別1M１脚il1t径と側２

jikとの関係嫌です。また、昨年秋に諦

勉となったドングリの蝦凶が熊の行lli!」0

(写真：フレペのエゾシカ）￣平均鍔置政一と-箙目撃件致
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北海道森林管理周知床森林センター

〒()99-4113北海道斜里郡斜里IiiT本町~１１藤地

砺話0152-23-3009ＦＡＸ（)'52-23-3160

ﾎｰﾑへ雲一ヅhttp://www・sMreL(jko,goJ｢)ノ召ノ
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'1叡今矢ﾛj巖i薑Ｆ１

知床の海岸に油にまみれた海鳥の死議が大戦に

襟濡したとＷｌ道は皆さんもご存じかと思います。

実際私たちもウトロの現場へ行く途『１１、マスコミ

や閲係需がilij岸沿で蝋着した海鳥を探しているの

を見かけました。

そのような『'１，３）１６日（月）に11M係行政儂関

による↑111汚染激着illj;偽ltI1収作業がｉｆわれることと

なり、当センターからも３ｆ'iが参１１Ⅱしました。当

日は総撚80編腱の関係醤がグループに分かれ、オ

クシベツ川ilI1111～イワウベッ川河１１の.I小煎に１１１塵り

課収作業を行いました｡現地は雪がうっすらと繭
Ｊり、死誌は奇に隠れていたり、岩の間に狭まつ

’ エヨ

ｑｎｔつトーＣ、￣-｡』置可＝ｕ己￣ト

に与える彩糎1こついても触れ、知床でエエエエエ三三三三三三三三
（態目耀件欽は知床財団提供）はドングリの豊凶と熊のE1蠣数とは必

ずしも|:'１|典|しておらず、このことはｸill年ﾚｹﾞﾘ(竪袰f7ilrと３９ｉ(里町での簾互豐179凸数の〃厩
l:|そではドングリ以外にも同じ時期に川を遡｣ﾆしてくるサケ科魚類などの他の餌が豊富であること
が関係しているのでは、と考察しました。

発表会では、他に谷lill体の嫌林ふれME}い活、lの紹介や(１１)Sでのi11111it、鹿の食害防除策の報牒
ボランティア活動についての発表などがあり、当センターの活動に参考となるものも多く、とて
も勉強になりました。これからも、森i:|;をフィールドに活動している関係背111土交流を深め、色
々なことを吸収していき技術を向｣ﾆさせていく必腰があると感じました”

Ｉ １ 
所内勉強会を開催

～網走東部森づくりセンター職員の方々を招いて実施～

ていたりすることから探し||'すのも大変で、また、回ｲＩＦ四W震（ホロベツノソﾙｩﾜﾛﾉ

漂着ゴミのrlnに1111もれていたり、漂将した綱に絡まっているものがあることから回収も－溌労で

した。Ｍ収した海鳥の死骸は狐部分やlllil体、蚊部がバラバラになったものがほとんで．死骸には

粘り気の強い蝶いiM1が付着しており．街１１１１のような匂いがしました。死骸を探して１，１収する作業

ｄ鮭繍驚'i鑿爾蟄Ⅱ,藤'糠蒟鯲響護

職員の焚質向｣二を'三｜的にhji年行われている所1ﾉ､1勉強会ｂ今回は２月241」（金）に北海道網走
東部森づくりセンターの職員の方を欄いて実施しました。

吉●，

当F11ま管JH1澱の空l僅幹、闘橘窕迩（嫌卜|$活用)、
liWWiiiz萱（熊ﾄ|;擬能）の３橘にﾙﾐ所頂き、森づく
りセンターにおける慌蝉瞥及活jiljの慨痩をＩＩ１いま
した。同じオホーツク閏で活動しているものの、

私たちは知床１劃有IWSを､片や北兇周辺の道有林を
1菖なフィールドとしているため、普段は殆ど交旅
が無く、そのためパワーポイントを川いて税1ﾘ|さ
れた森づくりセンターの概要や、藤林環境教育、
遊民参加の繩１１｜§づくりといったjli(組みは卿1M：深く
職蜘は真剣にｌｌＩ１き入っていました。

特に大学も含む教ff織悶と述挑した取り組みが
多い印凝を受け、センターI1MlLlもIlill激を受けた嫌
Ｆでした。

轤鑿iilliiii
i脳5脈!(ました:琴ｉｉ１ｌｆＭ必１１Ｍし「それ峯
.`Ｉでのに1収分を加えると1,888羽1可収したそうです。

テレビ等をjlnじてニュースとして兇ていると、なにか遮

ｉくで起こっていることのように魁えますが、笈際に現場へ

行きＭ収作業に参力Ⅱすることによって、二のl}Ⅱ題が知床と

いう』,!｣11で起きていることを野をもって'量感しました。世

界圃然巡應でも認められた海と【'１の''二帳系が関わり合う知

床のllliIliを守るた動にも、今１回|の原|ﾉdの早期解|ﾘ|が求めら

れるとともに．二次'１k轡防１１:のため１１}来る限りの協力途し

ていきたいと薄えています。
適鐡会の猿子 跡に羨み宛た海鳥の死骸



'露~７ 、
６回森林レクリエーションｉｎ知床

６１回森とのふれあい

｢海一面の流氷１エゾシカ集うフレペの森を散策しよう」『流氷押し寄せる海岸林を突き進もう』 を開催
を開催しました ノ～歩くスキーで斜里の小学生と海岸林を探索～ 胆

第611111森とのふれあい『流氷押し寄せる海岸｜;|；

を突き進もう』を２１．jl81I（｣二）に斜WLl11Il)1の小学

生対象に斜INL町博物館と共催で実施しました。

当１１;|は快晴無１Ｍのベストコンディションの中、歩

くスキーでﾉ<栄の海岸林を歩きました。

イベントの1ﾉﾘ祥は、海岸ＩｉＩ(の役割やＭ１々の木の,ｉ１Ｉｌｉ

Ｉﾘ１，マツボックリやツルについての解説・足跡の特

徴で動物を当てたりということを行い‘ｒ供達は熱

心にｌｌｌｌき入っている腋rでした。

昨年１２月の蕊雪からはうってかわって、２）｜

に人ってから知床でまとまった．ｉｆはほとんど無

く、特に中旬以降は季節はずれの暖気で雪融け

が‐気に進み、融けて凍ってを綿I)返したため、

oFlli〔もかなl1llIilくなってしまいました。そのた

め今側のイベントでは歩くスキーの便Il1はM1鮒

と思われていましたが、イベント前１１の夕方よ

り降l〕つづいた弩で．なかなか良いコンディシ

ョンで当日を迎えることが出来ました。という

ことで、３ハ２１１（木）に、１１０～60代を｢i'心とU 

へ 、たり)父19俗参加の「、標iidイベントを笑施し乳
みなさんsj童j8U/仁認碑を〃いて`I表す

ました。

説碑を〃いている銭デ

タイトルにもあるとお（」いつもならWij-iiYTに流

氷が見られますが．今〈Fは暖冬の影瀞か流氷はｉＩｌＩの

〃にほんの少し見えるだけでした。

源一而の流氷は兄られませんでしたが、参加背の

Ｉ会供達はⅢ１１物の足跡をあちらこちらに見つけたり、

ミドリシジミという蝋の卵を探したり．ＷＩＤには網

走．斜里１１Wを入信るノロッコ瀞も兄られとても楽しん
でいました。

Ⅱ 

当'１９Ⅱ聯半ごろ斜il1を'１１発した‐ijKは、パスのｒｌ１でセンターlIliihiよりjWM1ﾐの森Ｍ《の特徴や|止界

[`]然過藤の'１，腱、森林が果たす投割といったレクチャーを受けた後、〈'二IMil()時半ごろ、jiHIilﾐ｢|然

センターより職斯道鵜沿いに少しＦがったところから歩くスキーをスタートしました。

１%1111跡地の二次'1'5鼎を兇学した後、フレベのiliZを経て、原イミ的な撮卜|【蝋jjiiが残るエリアへと足

をlWiみ入れました。Ｍ'11(i跡地に'１l来たlfい鯨IKI《と、ノ（木が鯵鮮と広がる鮠ルフレペの滝1Jｲ辺の

森|;|;は対照的ですが、そのどちらも加味の歴史を物語る鱸i;|:の姿です。ijii除数百年にも及ぶであ

ろうﾉ<ｲ〔やこれから大きくなるIi1f木でlNIjiiされた藤林のｒＩ１に身を|ハいた参１１'１背の憐さんは災い11矛

間をかけて瀧述する森林の成りにちに思いを馳せて頂いた様子でした。

コースの前半では、冬でもiiliｵ1蕊を漆とさない

カシワのｲ〈や卿:偽の餌となるハリギljの実を剛察
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ノロツコ号に壽を振り葵した

／￣、

新ホームページ)廠覺f害ｴﾉﾃﾞﾉ(達成／
昨年１１月にリニューアルしたホームページですが、３月５１Mに'&1瞳脊が1万人を逓成しまし

た。ホームページ'二では知床のライプカメラやイベント備蝿・jHJ床の風H〔やIMI物の写典、樹木一

'劇麟を１Ｍ'Ii1してい為ほか､プログで知床の雌新情ｉＭ壷発信していますので､これからもi征しくｌｊお願いします。

し．後半では、トドマツの幹に残るヒグマの爪痕

や、クマゲラの食疲辮、嫌lilBの中でﾉﾋ青する野生

'|畠物の息吹を感じてlriきました。特にエゾシカは

コースを〕、じてＩ１ｉ１度も間近で輿察することが出

来、その姿に参))Ⅱ荷の皆さんから陥喚の声が揃れ

ていました。しかし，その・ルヤミる｣１１で１Ｍ:,潟で

きたシカによる|と|皮はぎも、剛床の４１うか緬ている

』』状を現す．iiiであり、特定の種に被害が鮠$ｌＬ

て地域|liUな絶滅もM1i念さｵ1ること聯を鋭}リル．知

ｎｌﾐが抱えるＮｉｌ題も羅織して砿きました。

■■ 

知Z7E綴i;><センターホームページアハレズカノノムＭノル,"爪`Ｗ,G/Dfn
し

｢ ￣、
フレペの滝で記念７懸彫をし講した

当’１は小雪がちらつく曇天棋嫌で、残念ながらjH1床迩111などの};t色は戦めず、また、流氷も１１'１

台によっていましたが、風は剥くそれほど気温もFがらなかったため，牒適に歩くスキーでの森林

放顛を楽しむことが'１|来ました。フレペの樋では、「カボッカポッ」と111りくワタリガラスにＨ１会

うことも'１１躯、奥とは述うjH11;|ﾐの魅ﾉ〕をiiMi足して頂きました。ちなみにIii述の通り今年は,:1jWlllけ

が掌く．ヒグマの11覚めも早いようです。

、勝(〕今イベントでその姿を』iしることはありませんでしたが、数１|後にはフレペの滝周辺で'1鱸

されたとのこと。例年より１ケハは早い''1没ですが、これからjH1床を論れる方は１－分気を付けて

「さい。

※：災欝や人為によ'Ｊ１(iiﾄﾄﾞがｉＩｌｉｸﾞﾐした後に花雄した１１膳．Iui1地に|魁,I1して雌えるカンパj｢IなどでM1DtさｵI熟

Cヴイハ譲穿会／に出席
～j1WZili『の蕪篤など`だついて美jV､～

lｊ１１Ｍ１（ﾉ|（）に、斜里'１１｢の【(1)めホールで．知床エコツーリズム推進協縫会主催の『ガイド
,iM習会』がlilllかれ、センターからも５偶が(1)席しました。ｚ}二１１１は、網走11m〃気象台の三iil7IﾘＩ
さんによる「IHI床の熱熟ｌについて、午後はjil]|床1W物雌の台地１$;'1=さんによる「知jilﾐの地質」
についての,搬繼を受けました。ｉｊｉｌ襟は、天候の急変が多い知床の気壌特性や．火１１１禰動により
形成されたji(１床半勘の地形、地質の特徴などでした。このような媒門的な継漫で鰐たことを藤
|:Ｉｆの説|ﾘ|とfW1み合わせることで、参ⅢⅡ薇の関心を,町め、深みのある説IIlが１１}来るよう，今後の
イベントで役立てていきたいです． ツu竺



～知床と知床森林センダーの歴史～
鋼罵露林セシ草已
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○昭和63年３月１日知床森林センター設置

斜里誉ｲ;{《魁を臆I上、清里醤１W;畷への統合に伴いｊｉＭｌﾐ森lil;センターを新,没。設立当時は、所長、
所長補佐、技術I`|j門償、企l1lii係、囎溺係の９名IMEIli1lでMW成されていました。

,雄hEZsll

１ ○昭和63年９月広報紙「知床の森から」第１号を発行
知床森林センターの活jil1状》,Ｉをji{1つていた`だくため狐、の広報紙の発行を始めました‘

(写真：知床連１１｣）

○平成２年１月知床森林センター及び斜里営林郵務所庁舎落成
淵墾営ｲ;{:料（現網走南部鯨i`'8衝､11鰐）斜駆営卜|;事lijf所の庁舎の一部

に所長室、事務室、展示室を設けています。 知床森林センター広報紙発行100二にあたり
隅B鵬鴇

IpIIl彌臘=蕊○平成２年４月25日知床森林生態系保護地域を設定

網走地域施蝋i１１．１１１１i及び根釧｣'11城施梁311IIiiの変虹によ')、知床MiIIｿf道
路以東の約３万６千h(|が「知床繰Iil;生鵬系保繊地域」に騰定されまし
た。このエリアでは．原則人手を川Ｉえず'二1然の推移に委ねる「保存｣Ul1ン

北海道森林管理局長鰹丼俊水

昨年７月、世界自然過産に登録され性目を集める知床は、原生的で鐘慧とした森林環境が残

滑ることから容易には人を寄せ付けない地域でもありますが、ヒグマを始めとした多くの野生生

‘物を育む森林は多くの人を魅了しています。そのため知床の自然'情報に対するニーズは非常に
高いものがあると感じています。

丘。このエリアでは､原則人手を)｣ⅡえずＩ皇1然の鵬膨に露ねる「保存｣Ul区」と緩臓地帯としての「保
全利用地縢」により、原生的な藤林環境が守られるよう11X扱われています。 合

○平成２年11月29日知床自然観察教育林を設定

知床}犠断道路沿いに位置し、知床瀧Iil;《[三態系係測地城に隣接したiIｻﾞＩｌＬ繊林署（現網走iilii部嚥ﾄ|；
管理箸）管lA1IlI7林班～319林IIIli（｣(Ml317～13191;Il8BIIi）にレクリエーションの森として「卿1ﾙﾐ111然
観察救育Iil【ｌが38211a設定されました。エリアIAlには知床を代表する針広混交ﾄﾞｲ;が広がり．ミズ
ナラの大木や蒋胤|(けﾉ1<で柵来た｜ポンホロ沼｣、lIlji別)'1泊いの滝など見どころが豊薗なことから、
森林環境教育聯に活用されています画

知床半島の大半、特に世界自然遺産区域の睦域９５％萱国有林として所管している林野庁・

北海道森林管理局では、そのようなニーズに応えるべく知床森林センターの諸活動を始めとし

て、様ﾉﾏな1情報発信に取り組んでいます。

○平成８年５月１１日一般会計に移響 昭和６３年に斜里町に知床森林センターを設置して以来、発行を続けるこの広報紙は、セン

ターの活動紹介を始め、知床で起きている出来事を定期的に紹介する媒体として、遠方に住む

万にも「地の果て」知床を身近に感じて頂けるような存在として認知されているものと者えて

います。

同民参加の灘林づくりの促進を一般Ｉｉｌｉ攻上の鴬ij5として行う必要からＩＩＩ部組織の再編が行わｵ１
一般会計に移勝されました。ＭＫＩＩｉｌも所長、企画官、総勝係長、緑化筑一係，緑化第二係に変災さ
れました。

○平成１０年８月インターネットＨＰの開設

インターネット」二にホームページを開設し、よりタイムリーで広施ＩＷなIili報提供に収I〕組んで
います。

昨今のインターネットの琶及により、情報入手手段の多様化も進んでいますが、今後とも気

軽に手1鰻に読める広報紙の発行を通じ、－人でも多くの万に知床の森林の魑力と遺産の価値を

Ｆ輿紹介してきだいと考えています。今後とも引き続きご支援のほどよろしくお願いいたします。○平成13年４月知床半島緑の回廊識定同

野生41三物の修１１１１経路を確保し、’'二息・生青地の１１k火と'11瓦交流を促すことを目的に、；Wﾋﾙに'１１`i
lWl森林管理畷、｜|《釧束部鎌|;|:管JI11l1lW轡｢ﾉﾘに長さ約１８ｋｍ,１，１機約1万６Ｔ１Ｉａを投定しました。

､乏三：鞠霊懇 (剛i『i塵って○平成13年８月森林環境備報システムの導入

以久科、Wii浜、ウトロの３鮒所にカメラを設続し、知床連111などの犠子を画像データとして
映隙情報をホームページに褐雌しています。庁舎1ﾉ1の腱示案では、カメラの操作も可能となって
います。
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昭和６３年のセンター設置以来発行を続けてい

る「知床の森から｣。当初は不定期の発行でし

だが、現在は隔月で皆様に知床の情報をお届け

しています。舎回は過去の記事を振り返り主な

出来事をピックアップしてみました。

○平成16年４月１日知床森林生態系保繊地域の拡大
知床縦llW道略以lHi、遠瀞別弼１１W辺まで拡大され、「hilY1は約Ｌ３Ｉ勝の約`1

万６千11(】となりました。それに伴い．緑の向廊は長さ約36k,１，ijYiliM約lJy
３Ｆ11aとなりました。
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妃念すべき広報紙鰯ｌ〉；は、伐採跡地に営巣し

たクマゲラの雛３羽が難事に巣立つことができた

事と伐採ＩＭＩに心配されていた野鳥や伽物迩への影

騨がほとんどみられなかった事がトップTjd事とし

てlIUIIUtさ;|'ていました。

○平成17年７月１４日知床の世界自然巡産への登録が決定
海域を含むjllljilﾐ半島７万１Ｗｌｌｌが知床|止界自然辿潅に懸録されました。

勺
Ｐ
Ｑ
Ｐ
芯
幻
鄭
、
■
■
ハ
イ
丘
０
◆
▲

’
１
４
●
●
●
■
■
Ｈ
■
Ｃ
Ｏ
色
ａ
ｑ
ｕ
も

０
分
し
９
８
Ｓ
Ｍ
０
Ｓ
ｎ
ｊ
ｄ
サ

ロ
セ
０
＄
■
０
化
卜
『
Ｐ
も
一
而
吟
ｐ
■
０
Ｆ

け
勺
と
Ｐ
０
ｄ
汀
・
も
』
●
７
⑪
ご
ｎ
句
０
０

９
４
０
ユ
の
甘
毬
ｐ
０
句
０
０
０
炉

ご
■
Ｓ
■
守
口
ぐ
ｑ
ｑ
ｃ
０
０
ｎ
Ⅱ

△
幻
山
此
凶
■
耳
『
●
●
■
■
迅
瓜
笘
丘
”

＆
マ
リ
ト
７
４
卍

二
▼
と
●
』
６
Ｆ
●
Ｃ
ｌ
●
Ｐ
●
・
●
Ｃ

Ｆ
Ｄ
ユ
●
■
弓
■
▲
』
Ｆ
９
句
』
ロ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
抑

ヨ
シ
ハ
■
か
▼
０
屯
砥
悼
ｂ
Ｐ
正
Ｌ
玩
９
４

ヶ
、
ア
ホ
●
▼
？
⑭
Ｐ
０
．
月
●
丘
Ｃ
－
Ｌ
』
ｐ

Ｔ
０
Ｔ
Ｊ
ｐ
Ｇ
卜
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ｐ
Ｐ
Ｉ
ｆ
ｉ
９
Ｄ
Ｄ
０
凹

珀
、
Ｌ
や
巳
Ｃ
⑪
ら
む
０
●
心
ｌ
５
平
内
●
Ｐ
Ｔ

Ｐ
■
冑
・
ト
ー
Ｉ
□
１
日
呵
叶
Ｆ
内

已
ユ
０
二
名
ご
Ｏ
▲
ｎ
Ｖ
Ｏ
⑪
０
口
●
小
Ｊ
■
６

Ｆ
Ｗ
咄
｜
、
極
Ｔ
ｍ
、
酢
』
▲
肝

■
ロ
ロ
■
ａ
▽
０
夕
●
９
０
●

■
Ⅱ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
。
且
Ｐ
ｂ
可
Ｃ
●

の
■
い
●
０
■
●
い
り
●
ゲ
ミ
０
牛
■
０

Ⅱ
▽
白
』
帥
叱
、
宅
乃
Ｉ

Ｃ
Ｂ
。
、
守
●

○平成18年３月

広報紙「知床の緑から」が迩聯100屑を迎えました。 iViI}生鑿系保纏地Ｍｔと
純のＩｉ１關切ＩｉｒＩｌＨ
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森林センターの初イベントはｊｉ(1床硫黄１１，新'１ｋ火'｜への

登111でした。参加瀞の皆さんは1111(火'1から吹き上げる蒸

気や荒涼とした自然蝋観に感動し、また泌ず参jJlIさせて

下さいと御礼の言蕊があり、初めてのイベントだけに臓

鳳もホッとしたようです。知床硫,Mill,新,職火１１へのイベ

ントは人気イベントとなり毎Ｍ多くの申込楡があります。

（※現在は道道T:甑１１１のため喪施していません｡）

Ｏ平成'０年ｌＯｊｉ第５７)ｊ

嫌ﾄﾞ|;・il5鴬・［ｌｉ１行林野について広く知って蛾く事を１１

的に、１１１床森|Ｉ;センターのホームページがi)|],腱されまし

た。１上成13年には知床連'１１などの|鱸j亀が[堂|宅にいながら

lilm像で見られる「瀧休環境{1『擬システム」を靭人．平成

１７年１１１］にはデザインを一新し，プログも樅1）込むなど

|ﾉﾘ容の--ﾙｲの元ｿﾐを図I)、冴近な伽1床の同然の朧下や111

来襲などを莞|濡し、今年３Ⅱ現在で累計約20万アクセス

を記鎌しています
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７）1にアフリカのダーバンで開１１１腱されたU上界迦潅委風

会で「知床」が|u:界自然辿瀧に餐録される事が決定しま

した。ｒｊＷ１床の線から」ではこの前後に起きた辿潅推臓

・簑織にかかる様々な出来71「（関係1ﾙrji:連絡会搬の決定

房ｌＦ項やIUCN鋤森野）を雑告してきました。ニオ1からも知

床の自然の魅力を低えると共に、巡瀧の価値を後世に引

き継ぐための収I)細みについて皆様にお伝えしたいと想

っています。

○平成元年３)ｊ第３》；

熊林センターに親しみをもって蛾くため、クマゲラを

モチーフにしたアイドルキャラクターが登場し、紹前を

藤蝋しました。後日、キャラクターの橘前は「ゲラちゃ
ん」に決定しました。
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、小合１９世(S63.3`1～H､,7.31）
皆初めてのX1lで､聴貝みんなの手作りで始まりました｡生態系係股地城設定､イベント実施.広報○平成２年３月縮７号

この年にjM1床朧|;|【センターと斜llL徽林事赫所の新J'７稗

が完bltしました。新庁舎は北処地〃の木材を便Ji1してお

い外装と|附造|ﾘにエゾマツ・トドマツ・カラマツ、内

装材としてミズナラ・セン・ニレなどを便111し，木材を

班醤に値１１Ｉしたログハウスliil,のji:念となっています。完
)iit当初の外観は索材を活かしたIU1るい色合いでしたが、

平成13年に塗装の蓮緋えが行われ、現薩はこげ茶色の畠霊｝
ち着いた券lllil気となっています。

ﾐ定､イペント実施.広報雄発行､知床森林センター独自の調盃
山城の方々の御理解と御協力､営林支局等関係楓|M1の御支iEI
｢知床の癖から｣も100号､知床森林センターの今後益々の御活
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本を片手に以久科海岸や知床の山庖を歩き頭に詰め込んだものです息そのお陸で､今でもＩｌｌ１かれればある程度は説明できるようになって
います函今繊とも､『知床の森｣が四季折々の梢報紙として日本各地に発信されるとともに▼皆さんのご活誰を期待しています，
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○平成８年－１１１第`12号

エゾシカによる膿林雌への被害は呪/l：全道Ii9なｌｌＵ１,週と

なっていますが、広報紙ではこの瀞で初めてエゾシカに

よる樹皮食害を掲載しています｡知床嫌林センターでは、

この翌年よりイチイ遡伝ｆ保存|匙|;を,1式醗地としたM｢|皮食

撚illllMifを始めていますが、当初、イチイ全体の約５割に
蝿められていた食害が、現在９割を超えるまでになるな

ど、エゾシカの猛威は11ﾆまるところをjmll)まぜん。網巻

きなどの防除簾を講じているものの、根本的なﾙﾄﾞ決には
なっていない状〃,Lです。
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平成８年から約3年１１１１お世話になりましたが.この1111､議員の皆様と.知床半島枇臼湖までの森林戦室ｺｰｽの設定や.森とのふれあい
が出来る｢棡樹と炭焼き体験｣等の休戦林案を取り入れました1この中で.初めて取り粗んだ「炭腕き｣についてはだれも知騨はなく-文献を
調べたり近隣での炭焼きを見学を行って､初めての炭焼きを取り組ん贋時には具Ｊ１｢失敗で､膜どころか灰になってしまったりなど､悪戦苦
１冊したことが館瞳に競るところです。
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弘Ⅳ ◎都個浩明(H11.8.1～1114.7.31）

「知床の森林から｣100号達成おめでとうございます露私Iま平成11年８月から14年７月までお世脂になりました｡－年を通じて知床の大自
然を満喫しＩ賃した｡特に冬はいいですね二「トウツルトウ｣周辺の歩くスキーコースを１Ｍ11石したり、以久科海岸で流氷に乗ったり.嫌浜の町箪
スキー蝿に通ったり｡また､フレペの滝付近で撮ったキタキツネの写真はお気に入りです:これからも知床のすばらしさを捜し､蛇I冒し綴け
て下さい。
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、西範一郎(Ｈ１4.8.1～1-,7.3.31）
三年８ケ月過ごした知床の地を塗れて､まもなく1年が過ぎようとしています｡世界自然道産への登録に､微力ながら携わることができたこ

とは大交光栄に思っています旦このＩⅢ、稗林生態系保護地域の拡充､u型ﾉ?L自然in鹿管瑳計画の莱定､知床ルールの検討など､多くの蓮課
題があり液したが､地元斜里町､顛臼町の皆さんをはじめとする関係各位のご支lnLご協力を賜り､何とか先に巡ぬることができました｡熱
にありがとうございました．
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